
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
インテークマニホールドに設けられソレノイドバルブを収納する固定用凹部と、前記ソレ
ノイドバルブに固定される固定片と当該固定片に延設され前記固定用凹部に弾性的に当接
する弾性片と当該固定片に延設され当該固定用凹部に嵌入する嵌入片とを有した固定部材
とを備えたソレノイドバルブの固定装置。
【請求項２】
固定用凹部に嵌入片の嵌入位置を規制する段部と弾性片の当接位置を規制する段部とを設
けたことを特徴とする請求項１記載のソレノイドバルブの固定装置。
【請求項３】
弾性片に係合孔を設けるとともに、固定用凹部に当該係合孔に係合する係止爪を設けたこ
とを特徴とする請求項２記載のソレノイドバルブの固定装置。
【請求項４】
ソレノイドバルブと固定片との固定手段を収納する固定手段逃げ部を固定用凹部に設けた
ことを特徴とする請求項１記載のソレノイドバルブの固定装置。
【請求項５】
インテークマニホールドに凹設され段部を有した凹部と、前記凹部に臨むように前記イン
テークマニホールドに設けられた挟持片と、ソレノイドバルブを固定する固定片と当該固
定片に延設され前記凹部と前記挟持片とによって挟持される被挟持片と当該被挟持片に設
けられ前記段部と係合する係止爪とを有した固定部材とを備えたソレノイドバルブの固定
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装置。
【請求項６】
固定用凹部は、インテークマニホールドに凸設される収納片により構成されることを特徴
とする請求項１記載のソレノイドバルブの固定装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、ソレノイドバルブをインテークマニホールドに固定するソレノイドバルブの
固定装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
機関の熱や外気の熱によって燃料タンク内の燃料からハイドロカーボンが蒸発し大気に排
出されるのを抑止するために、蒸発した燃料を活性炭入りのキャニスタに一時的に貯蔵し
ておき、車両走行中に吸気系へ導入して燃焼させる活性炭キャニスタ貯蔵方式が従来から
広く用いられている。
この活性炭キャニスタ貯蔵方式による燃料蒸発ガス排出抑止装置には、燃料蒸発ガスや大
気の流路を開閉するソレノイドバルブが配設されている。以下、キャニスタとインテーク
マニホールド間に配設されるソレノイドバルブを例にして、従来のソレノイドバルブの固
定装置について説明する。
【０００３】
図２５は従来の燃料蒸発ガス排出抑止装置を示す概略図、図２６はインテークマニホール
ドに設けられた固定片を示す平面図、図２７は従来のソレノイドバルブの固定装置を示す
部分断面図であり、図において、２１は燃料タンク、２２は通路、２３は燃料タンク２１
からの燃料蒸発ガスを液相と気相に分離するセパレータ、２４は車両走行中に燃料蒸発ガ
スの漏れを圧力変化で測定する故障診断用の圧力センサ、２５は活性炭を備え燃料蒸発ガ
スを一時的に貯蔵するキャニスタ、２６は大気導入孔、２７は燃料蒸発ガスの流入孔、２
８は貯蔵した燃料蒸発ガスの流出孔であり、エンジンのインテークマニホールド２９と連
通している。
【０００４】
３０はキャニスタ２５からインテークマニホールド２９への燃料蒸発ガスのパージ量を調
節するソレノイドバルブである。このソレノイドバルブ３０は、図２１および図２２に示
すように、インテークマニホールド２９に突設された固定片３１の取付孔３２にインサー
トブッシュ３３を介してボルト３４によって固定されている。
【０００５】
３５はキャニスタ２５への大気導入孔２６を開閉制御するエアカットバルブであり、通常
は開弁状態を保持しキャニスタ２５の大気導入孔２６を大気解放状態に維持するものであ
る。また、このエアカットバルブ３５は、燃料蒸発ガス排出抑止装置の故障診断時のみに
閉弁して大気との連通を遮断するように形成されている。３６はエアホースである。
【０００６】
次に組立動作について説明する。
ソレノイドバルブ３０に挿通されたボルト３４を、インテークマニホールド２９の固定片
３１に設けられたインサートブッシュ３３にねじ込むことによって、ソレノイドバルブ３
０をインテークマニホールド２９に固定する。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
従来のソレノイドバルブの固定装置は以上のように構成されているので、ボルト３４をイ
ンサートブッシュ３３にねじ込まなければならず、固定作業に手間がかかるとともに、イ
ンテークマニホールド２９から突設した固定片３１にソレノイドバルブ３０を固定するの
で、ソレノイドバルブ３０の収納性が良くないなどの課題があった。
【０００８】
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また、ボルト３４による固定作業が行い易くなるように、ソレノイドバルブ３０自体の外
形状を設計変更することも可能であるが、コスト高となってしまうなどの課題があった。
【０００９】
なお、マニホールドに箱形のソレノイドバルブを設けた従来技術が、特開平６－１８５６
５４号公報に開示されているが、かかる場合も既存のソレノイドバルブの外形状を設計変
更して適用しなければならず、コスト高となってしまうなどの課題があった。
【００１０】
この発明は上記のような課題を解決するためになされたもので、既存のソレノイドバルブ
自体の外形状を変更することなく、容易かつ安価にインテークマニホールドに固定できる
ソレノイドバルブの固定装置を得ることを目的とする。
【００１１】
また、この発明は収納性の良いソレノイドバルブの固定装置を得ることを目的とする。
【００１２】
【課題を解決するための手段】
この発明に係るソレノイドバルブの固定装置は、固定用凹部と、固定片と弾性片と嵌入片
とを有した固定部材とを備えたものである。
【００１３】
また、この発明に係るソレノイドバルブの固定装置は、固定用凹部に嵌入片の嵌入位置を
規制する段部と弾性片の当接位置を規制する段部とを設けたものである。
【００１４】
また、この発明に係るソレノイドバルブの固定装置は、弾性片に係合孔を設けるとともに
、固定用凹部に係止爪を設けたものである。
【００１５】
また、この発明に係るソレノイドバルブの固定装置は、固定手段逃げ部を固定用凹部に設
けたものである。
【００１６】
また、この発明に係るソレノイドバルブの固定装置は、段部を有した凹部と、挟持片と、
固定片と被挟持片と係止爪とを有した固定部材とを備えたものである。
【００１７】
【発明の実施の形態】
以下、この発明の実施の一形態を説明する。
実施の形態１．
図１はこの発明の実施の形態１によるソレノイドバルブの固定装置を示す平面図、図２は
固定部材を示す正面図、図３は固定部材を示す側面図、図４は固定部材を示す平面図、図
５は固定用凹部を示す斜視図、図６は固定用凹部を示す正面図、図７は固定用凹部を示す
平面図、図８は図６のＡ－Ａ断面図、図９はソレノイドバルブの固定装置を示す側断面図
、図１０はソレノイドバルブの固定位置を示す正面図、図１１～図１３はソレノイドバル
ブをインテークマニホールドに固定する過程を示す平面図、図１４は係合孔と係止爪との
係合状態を示す拡大断面図である。
【００１８】
先ず、本発明の概略構成について説明する。
図１、図９および図１０において、１はソレノイドバルブ、２はボルト（固定手段）、３
はナット（固定手段）、４はソレノイドバルブ１を樹脂製や金属（アルミ、鉄など）製な
どのインテークマニホールド５に固定するための固定部材であり、樹脂（例えば、プラス
チックなど）製または金属製の弾性部材にて一体成形されたものである。６はインテーク
マニホールド５に凹設され、ソレノイドバルブ１を収納配置するための固定用凹部である
。
ここで、固定用凹部６は、インテークマニホールドが樹脂製の場合には、型抜きにより成
形すればよい。
【００１９】
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次に固定部材４についてさらに詳しく説明する。
図２～図４において、４ａはソレノイドバルブ１が固定される固定片、４ｂはボルト２を
挿通するボルト孔、４ｃは貫通孔、４ｄは固定片４ａから延設された１対の弾性片であり
、ソレノイドバルブ１を固定用凹部６に対して左右方向に位置決め固定するためのもので
ある。この弾性片４ｄは、外方に所定の弾性力を有するように適宜折曲および湾曲して形
成されている。
４ｅは後述する係止爪６ｂが係合する係合孔、４ｆは固定片４ａから延設された１対の嵌
入片であり、後述する段部６ｄ ,６ｅ間に嵌入され、ソレノイドバルブ１を固定用凹部６
に対して上下方向に位置決め固定するためのものである。４ｇは湾曲部であり、嵌入片４
ｆを後述する段部６ｄ ,６ｅ間に嵌入する際に位置決めを容易にするために形成したもの
である。
【００２０】
次に固定用凹部６についてさらに詳しく説明する。
図５～図８において、６ａは固定用凹部６の左右の内壁面に突設された１対の段部であり
、弾性片４ｄと当接可能に形成されている。６ｂは固定用凹部６の左右の内壁面に突設さ
れた１対の係止爪であり、弾性片４ｄの係合孔４ｅに係合可能に形成されている。６ｃは
固定用凹部６のボルト２との対向面に凹設されたボルト逃げ部（固定手段逃げ部）、６ｄ
はボルト逃げ部６ｃの上方付近に突設された段部であり、上側の嵌入片４ｆに当接可能に
形成されている。６ｅはボルト逃げ部６ｃの下方付近に突設された段部であり、下側の嵌
入片４ｆに当接可能に形成されている。
【００２１】
次に動作について説明する。
先ず、ソレノイドバルブ１を固定部材４に固定する。この固定は、ソレノイドバルブ１に
ボルト２を組み付け、当該ボルト２をボルト孔４ｂに挿通してからナット３を締結するこ
とによって行う。
そして、図１１～図１３に示すように、弾性片４ｄ ,４ｄをソレノイドバルブ１側に若干
近づけるように指で摘みながら固定用凹部６に嵌入していくと、弾性片４ｄが段部６ａに
当接するとともに、図９に示すように、嵌入片４ｆが段部６ｄ ,６ｅ間に嵌入する。
【００２２】
次に、図１４に示すように、摘んでいた弾性片４ｄ ,４ｄを解放すると、弾性片４ｄ ,４ｄ
はその弾性力によって反ソレノイドバルブ１側に開き、係合孔４ｅが係止爪６ｂに係合す
る。このときソレノイドバルブ１は、図１に示すように、弾性片４ｄと段部６ａとが当接
することによって左右方向の動きが規制され、また、図９に示すように、嵌入片４ｆと段
部６ｄ ,６ｅとが当接することによって上下方向の動きが規制される。
このようにしてソレノイドバルブ１は、固定用凹部６に強固かつ迅速に固定される。
ここでは、一対の弾性片４ｄを摘まんで嵌入していたが、そのまま押し込むように挿入し
た場合でも、弾性片４ｄがその押圧力により弾性変形することにより嵌入することができ
る。
【００２３】
また、ソレノイドバルブ１は、そのボルト２およびナット３部分がボルト逃げ部６ｃに収
納され、バルブ本体部分も固定用凹部６に収納されるので、インテークマニホールド５に
対する収納性が従来よりも格段に向上する。
なお、ソレノイドバルブ１を固定用凹部６から取り外す場合には、弾性片４ｄ ,４ｄをソ
レノイドバルブ１側に若干近づけるように指で摘みながら手前に引き抜くことによって容
易かつ迅速に行うことができる。
【００２４】
以上のように、この実施の形態１によれば、容易かつ安価に作製できる固定部材４を用い
ることにより、既存のソレノイドバルブ１自体の外形状を変更することなく、容易かつ安
価に、しかも収納性良く当該ソレノイドバルブ１をインテークマニホールド５に固定でき
る効果が得られる。
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【００２５】
なお、固定用凹部６の上下方向の寸法を予め所定寸法に形成しておくことによって、図１
５に示すように、将来的に寸法の大きなソレノイドバルブ１を固定する必要が生じた場合
にも容易に対応することができる。ここで、図１５は寸法の大きなソレノイドバルブの固
定状態を示す側断面図である。
【００２６】
また、上記実施の形態１においては、固定部材４および固定用凹部６を図示例の形状に形
成するものとして説明したが、同様の効果を奏するものであればこれに限定されないこと
は言うまでもない。
【００２７】
実施の形態２．
図１６はこの発明の実施の形態２によるソレノイドバルブの固定装置を示す平面図、図１
７は図１６のＢ－Ｂ断面図である。なお、以下の説明において、既に説明した部材と同一
の部材には同一符号を付して重複説明を省略する。
図１６および図１７において、７はソレノイドバルブ１と固定される金属製または樹脂製
の固定部材である。この固定部材７は、ソレノイドバルブ１を固定するために断面をコ字
状に形成した固定片７ａと、当該固定片７ａに延設され後述する凹部８と挟持片８ｂとに
よって挟持される被挟持片７ｂと、当該被挟持片７ｂに突設した係止爪７ｃとを備えて一
体成形されている。
８はインテークマニホールド５に設けられた凹部、８ａは係止爪７ｃと係合可能に形成さ
れた段部、８ｂは凹部８とともに被挟持片７ｂを挟持するために、凹部８に臨むようにイ
ンテークマニホールド５に設けられた挟持片である。
なお、固定片７ａとソレノイドバルブ１とは、例えば、カシメ、溶接、ネジ止めなどによ
って固定することができる。
【００２８】
次に動作について説明する。
ソレノイドバルブ１と一体となった固定部材７の被挟持片７ｂを、凹部８と挟持片８ｂと
の間にスライドさせてはめ込んでいくと、係止爪７ｃが段部８ａに係合するので、ソレノ
イドバルブ１をインテークマニホールド５に迅速に固定することができる。
【００２９】
以上のように、この実施の形態２によれば、容易かつ安価に作製できる固定部材７を用い
ることにより、既存のソレノイドバルブ１自体の外形状を変更することなく、容易かつ安
価にインテークマニホールド５に固定できる効果が得られる。
【００３０】
実施の形態３．
図１８はこの発明の実施の形態３によるソレノイドバルブの固定装置を示す平面図、図１
９は図１８のＣ－Ｃ断面図である。図１８および図１９において、９はソレノイドバルブ
１と固定される金属製または樹脂製の固定部材である。この固定部材９は、ソレノイドバ
ルブ１を固定するために断面をコ字状に形成した固定片９ａと、当該固定片９ａに延設さ
れ後述する凹部１０と挟持片１０ｂとによって挟持される断面Ｌ字状の被挟持片９ｂと、
当該被挟持片９ｂに突設した係止爪９ｃとを備えて一体成形されている。
１０はインテークマニホールド５に設けられた凹部、１０ａは係止爪９ｃと係合可能に形
成された段部、１０ｂは凹部１０とともに被挟持片９ｂを挟持するために、凹部１０に臨
むようにインテークマニホールド５に設けられた挟持片、１０ｃは被挟持片９ｂの先端部
付近を案内する溝部である。
なお、固定片９ａとソレノイドバルブ１とは、例えば、カシメ、溶接、ネジ止めなどによ
って固定することができる。
【００３１】
次に動作について説明する。
ソレノイドバルブ１と一体となった固定部材９の被挟持片９ｂを、凹部１０と挟持片１０
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ｂとの間にスライドさせてはめ込んでいくと、係止爪９ｃが段部１０ａに係合するので、
ソレノイドバルブ１をインテークマニホールド５に迅速に固定することができる。
また、被挟持片９ｂは溝部１０ｃによっても案内され、位置を規制されているので、安定
した固定が可能となる。
【００３２】
以上のように、この実施の形態３によれば、容易かつ安価に作製できる固定部材９を用い
ることにより、既存のソレノイドバルブ１自体の外形状を変更することなく、容易かつ安
価にインテークマニホールド５に固定できる効果が得られる。
【００３３】
実施の形態４．
この発明の実施の形態４は、実施の形態１のインテークマニホールド側を変更したもので
あり、ソレノイドは実施の形態１と同様のものを用いるので説明を省略する。図２０は取
り付け状況を示した正面図、図２１は収納片を図２０中Ｂ方向から見た図、図２２は図２
１中の部分Ａを拡大した図、図２３は図２０中Ｃ方向から見た図、図２４は図２０を手前
から見た収納片だけの図である。
【００３４】
インテークマニホールドから４枚（４本）の収納片１１ａ，１１ｂ ,１２ａ，１２ｂが凸
設されている。それぞれの収納片１１ａ，１１ｂ ,１２ａ，１２ｂがソレノイドの各一対
の弾性片４ｄ，４ｄと嵌入片４ｆ，４ｆに対応して設けられ、収納片１１ａ，１１ｂには
嵌入片４ｆ，４ｆが当接可能な段部６ｄ，６ｄが形成され、収納片１２ａ，１２ｂには弾
性片４ｄ，４ｄの係合孔４ｅ，４ｅに係合可能な係止爪６ｂ，６ｂが凸設されている。
このように構成することにより、樹脂インテークマニホールドにより製作する際に、型抜
きが容易になる。但し、インテークマニホールドから突出する為に、収納性は実施の形態
１に比べると低下する。
【００３５】
しかし、ソレノイドと外部との配管、配線の接続が容易になる。すなわち、実施の形態１
では、配管、配線を容易にする為に、ソレノイドから出ている導入・導出管、コネクタを
固定用凹部の出口の方に向けているが、実施の形態４では、横方向に向けることも可能と
なる。
【００３６】
【発明の効果】
以上のように、この発明によれば、固定用凹部と、固定片と弾性片と嵌入片とを有した固
定部材とを備えて構成したので、既存のソレノイドバルブ自体の外形状を変更することな
く、容易かつ安価に、しかも収納性良く当該ソレノイドバルブをインテークマニホールド
に固定できる効果がある。
【００３７】
また、この発明によれば、固定用凹部に嵌入片の嵌入位置を規制する段部と弾性片の当接
位置を規制する段部とを設けて構成したので、ソレノイドバルブを当該固定用凹部に強固
かつ迅速に固定できる効果がある。
【００３８】
また、この発明によれば、弾性片に係合孔を設けるとともに、固定用凹部に係止爪を設け
て構成したので、当該弾性片を当該係止爪によって係止でき、ソレノイドバルブを確実に
固定できる効果がある。
【００３９】
また、この発明によれば、固定手段逃げ部を固定用凹部に設けて構成したので、ソレノイ
ドバルブと固定片との固定手段を固定手段逃げ部に収納でき、当該ソレノイドバルブのイ
ンテークマニホールドに対する収納性が良くなる効果がある。
【００４０】
また、この発明によれば、段部を有した凹部と、挟持片と、固定片と被挟持片と係止爪と
を有した固定部材とを備えて構成したので、既存のソレノイドバルブ自体の外形状を変更
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することなく、容易かつ安価に当該ソレノイドバルブをインテークマニホールドに固定で
きる効果がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】　この発明の実施の形態１によるソレノイドバルブの固定装置を示す平面図であ
る。
【図２】　固定部材を示す正面図である。
【図３】　固定部材を示す側面図である。
【図４】　固定部材を示す平面図である。
【図５】　固定用凹部を示す斜視図である。
【図６】　固定用凹部を示す正面図である。
【図７】　固定用凹部を示す平面図である。
【図８】　図６のＡ－Ａ断面図である。
【図９】　ソレノイドバルブの固定装置を示す側断面図である。
【図１０】　ソレノイドバルブの固定位置を示す正面図である。
【図１１】　ソレノイドバルブをインテークマニホールドに固定する過程を示す平面図で
ある。
【図１２】　ソレノイドバルブをインテークマニホールドに固定する過程を示す平面図で
ある。
【図１３】　ソレノイドバルブをインテークマニホールドに固定する過程を示す平面図で
ある。
【図１４】　係合孔と係止爪との係合状態を示す拡大断面図である。
【図１５】　寸法の大きなソレノイドバルブの固定状態を示す側断面図である。
【図１６】　この発明の実施の形態２によるソレノイドバルブの固定装置を示す平面図で
ある。
【図１７】　図１６のＢ－Ｂ断面図である。
【図１８】　この発明の実施の形態３によるソレノイドバルブの固定装置を示す平面図で
ある。
【図１９】　図１８のＣ－Ｃ断面図である。
【図２０】　この発明の実施の形態４によるソレノイドバルブの固定装置を示す正面図で
ある。
【図２１】　収納片を図２０中Ｂ方向から見た図である。
【図２２】　図２１中の部分Ａの拡大図である。
【図２３】　図２０中Ｃ方向から見た図である。
【図２４】　図２０を手前から見た収納片図である。
【図２５】　従来の燃料蒸発ガス排出抑止装置を示す概略図である。
【図２６】　インテークマニホールドに設けられた固定片を示す平面図である。
【図２７】　従来のソレノイドバルブの固定装置を示す部分断面図である。
【符号の説明】
１　ソレノイドバルブ、２　ボルト（固定手段）、３　ナット（固定手段）、４，７，９
　固定部材、４ａ，７ａ，９ａ　固定片、４ｄ　弾性片、４ｅ　係合孔、４ｆ　嵌入片、
５　インテークマニホールド、６　固定用凹部、６ａ，６ｄ，６ｅ，８ａ，１０ａ　段部
、６ｂ，７ｃ，９ｃ　係止爪、６ｃ　ボルト逃げ部（固定手段逃げ部）、７ｂ，９ｂ　被
挟持片、８，１０　凹部、８ｂ，１０ｂ　挟持片。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】
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【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】 【 図 ２ １ 】

【 図 ２ ２ 】
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【 図 ２ ３ 】

【 図 ２ ４ 】

【 図 ２ ５ 】

【 図 ２ ６ 】

【 図 ２ ７ 】
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